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著
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し
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搾
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ヶ
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な
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熱
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あ
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杧
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る
於
、此
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鄉
里
を
出
發
す 

る
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臨

み
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へ
を
友
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に

送
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、

自
分
於
死
ん
だ
場
合
の
原
稿
の
跡
始
末
を
細
々

i

依 

賴
し
、も
し
て
其
の
：
.手
紙
の

.最
後
に
は
、

『

僕
於

*

急
に
死
な
ぬ
限

6

は
、今

4

持
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て
行
く
原
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搾
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之
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る
。
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れ
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を
執
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與
士
は
山
河
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執
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の
與
士
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批
評

』

な
る

.ニ
文
名
、矢
張

6

ス
.ミ
ス
@

」

價
腋
論
に
就
い
て
の
班
究

で
あ
る
。
其
の
昔
ホ
丨
ナ
ー
は
此
章
を
讀
み

&

け
て
、解
ら
ぬ
か
ら
业
め
允
と
云
ふ
が
、解
ら
ぬ

ァ
ダ
ム
|,ス
ミ
ス
の
惯
値
論
忆
躭
い

^

* 

.

六
三



G4

ァ
ダ
ム.ス
ミ
ス
の
愤̂

1に
就
い
て
 

. 

■

六四

な
於
ら
名
、猶
ほ
人
を

引
バ
の
力
を
有
す
る
名
の
は
此
の

一

章
で

あ
る
。
思
^
に
ス
ミ

ス
の
著 

#

に
は
、全
體
を
通

■
^
て
斯
か
る
難
解

'の
«

'«
は
稀
で
あ
る
。
否
な

.ス
ミ

XI
の
：議

論

は一

膨

に 

明
瞭
で
浪
亂
し
杧
所
は
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
に
、獨

6

此
章
の
み
が
其
の
例
外
を
爲
し
て
眉
る 

の

で
あ
る
。
浪
亂
し
允
頭
の
人
於
混
亂
し
把
議
論
を
し
て
届

る
の
は
.、毫
贫
注

«

の
價
値
.が
無 

S

 _

が
、ぐ
ッ
キ
リ
し
把
頭
の
人
>
浪
亂
し
杧
議
論
を

し
，
て
居
る
の
は

®

等
に

i

つ
て
誠
に
思
索 

の
好
材
料
で

あ
る
:0
.

:

#
に
"此
の
第

I

編
第
五

.章P

吾
.々

、が
問
題

と
し
て
届
る

所
に
咚
改

J K

の 

.滕

U

手
於
入
れ
て
あ
つ

V

XI
ミ
ス
，
於
色
々
と
考
へ
惱
ん
だ
跡
於
祜

版
出
版
以
後

に
豸

，猶
ほ
見 

へ
る
の

^

あ
る
。
縱

61
議
論
か
如
何
に
浪
亂
し
て
居
る
に

^P

せ
ょ
、斯
か
る
混
亂
を
蓝
起
す

)̂ 

爲
め
に
彼
は
實

U
:

多
大
の
苦
心
を
费
し
て
届
る
の
で
あ
る
か
ら
、員
面
目
に
其
の
混
：亂
の
跡
.を 

迪
る
こ

r

は
吾
々
後
學
に
と
つ
て
好
き
修
業
の

v

と
考
へ
る
。
，吾

々
は
斯
於
る

.考
か
ら
、1

^
7

 

XI
の
價
値
論
に
就

s

て
追
タ
思

'索
を
费
し
て
見
杧

s

i
思
づ
て
届
ゐ
於

.、只
令
の
所
は
別
に

.深
■ 

く
考

.へ
t

事
於
あ
る
繹

で
?

無
い
。
其
故
前
置
は
長
く
な
つ
杧

^

之

4
.

ら
#

の
_
'本
文

«

極
^
 

S
.

積
で
あ

.る
。

,
, 

.

,
,
.
.
.

斗
•V

*
•3

ァ
ダ
ム

*
ス

三
ス
の
價
値
論
に
は
、哲
學
的

(
Jhilo

s
o
p
h
i
s
l
c
h
)

の
部
分
と
經
織
的

(
E
l
i
r
l
s
c
h
)

の
部 

分
と
ニ
つ
あ
つ

 

<
、第

一

の

.'

處
で
は
勞
働
を
以
て
愤
値
の
唯
一
の
要
素
と
爲
し
、第
二
の
處
で

、

は 

勞
賃
の
外
に
地
代
及
び
利
潤
を
以
て
價
値
の
要
素
と
し
て

.届
る

i

云
ふ
の
が
、

#

I
ザ
丨
の

m 

で
あ
る
が

o
g

 

N
a
s
r
i
i
c
h
e

 

W
e
r
t
h
,

 
1
800

9
, Vo

r
w
o
r
t

白

0
今
ま
此
の
見
方
の
：當
れ
る
や
否
や
は
姑 

く
舍
き
、鍵

•
に
論
せ
ん

i

t
る
所
は

-

#1

ザ
ー

の
所

0

X!
- 

A

の

價

値

諭

中

哲

.學

的

の

部

分

の

乙 

^

^>
Q

 

o

叫…

ス

)d
.

,『

國
富
輪

』

の
卷
首
に

『

緖
言
及

t
5

本
書
の
構
造

』

i

題
す
る

.一

文
を
：載
せ
て
罟 

る
^

其

0

冒
頭
に
彼
は
次
の
如
く
述
べ
て
届
る

°
. 

vr
> ..P

各
0

民
の
年
々
の
勞
働
は
、各
國
民
舣
年
々
消
费
す
る
凡
て
の
生
活
上
の
必
要
品
及
び
赘
澤 

,

"一
品
を
ば
供
給
す
る
所
の
第

.一
次
の
基
本

そ
あ
つ

て

、

件
の
貨
物
は
、或
は
其
の
勞
働
の
直
接
の 

.遥
物
ょ

6

成
6
,或
は
其
の
產
物
を
以
て
他
の
國
屁
ょ

6

購
買
し
杧
る
物
ょ

6

成
る
。』

此
の
一
句

.に
見
は
れ

ft
る
思
想

は
、猶
々
の

»

に
於
ぃ

.<

大
に
注

意
す
ベ

き
名
の

で

あ
る
、̂;
他

丨
は
姑
く
舍
き
、玆
に
は
彼
奴
彼
の

斯
か
る

樨
本
思
想
を

'

«
如
何
に

其
の
®

値
論

.に
應
用
し
允
る

,
 

— 

.
 

,

.
*
.
.
.

. 

.
•
 
•
 
*
 
•
 

:

や
を
見
ん

.
に
、彼

雄

『

國
富
論

』

第
一
編
第
五
章
に
於

s

て
、次

の

如

く

述

：，べ

て

居

る
。

-

ァ
ダ
ム
•

ス
.ミ
ス
め
猶
値
論
に
徹
い
て

 

. 

为
31



A GO

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
ゆ
掼
猫
論
亿
躭
い
て 

六
六
.

『

凡
て
の
物
の
本
當
の

.價
检
，卽
ち
其
物
を
獲
得
せ
ん
と
欲
す
る
人
に
資
し

<
本
當
に
费
：用
と 

爲
る
所
の

名
の
は
、
#

物
を

.猥

楳

す

る

る

。

：

芡

杧

凡

て

の

物

//
> 

旣
に
之
を
獲
得
し
居

6

而
し

V
.

之
を
處
理
し
又
は
之
，を
以
て
何
弊
か
#

#;
£
交
換
せ
ん
と 

欲
し
つ
、
ぁ
る
人
に
對
し
て
、本
當
に
價
値
あ
る
點
は
、其
物
が
其
の
所
有
者
自
身
を
し
て
一 

E

0
勞
苦
及
び
困
難
を
免
れ
し
め
、且
つ
之
を
他
人
に
課
せ

,し
め

#

る
»

に
ぁ
る
。

：
勞
働 

は
凡
て
の
物
に
向
つ
て
友
拂
は
れ
し
傲
初
の
價

■

*

原
的
の
代
價
で
ぁ
る
。

.1
0
:界
の
凡

v

 

の
富
を
元
と
貿
ひ

Jg
み
V
Xる

名
の
は
、金
で
名
な
く
銀
で
名
な
く
、只
だ
勞

«

V

あ
.る
。

M

し 

v

其
物

'
&、现
に
之
、を
處
有
し
居

6
.而
し
<
之
を
以
て
何
等
か
新
杧
な
る
生
齑
物
と
突
換
せ 

ん
と
欲
し
つ
、
ぁ

.る
人
々
に
對
し
て
有
す
る
價
値
は
、恰
名
其
物

^

其
等
の
人
々
を
し
<
購 

賀
し
又
は
支
配
す
る
を
：得
せ
し

■む
る
所
の
勞
働
の

'分
爆
と
同
じ

c
i
^

あ
.
^
Q
1

T
h
e

 

H
opi
.price.of e

v
e
r
v

.
 tbing,

ンvliat

0〜

<-
:
く

く

-£.
«
叫
 

really

.
 costs., to 

the 

wanf: 

t

o-.
a
c
p
u
i
r
e

w#
,

«•
^
fl
>
S-
口 

s
p.

trouble 

o
p 
a
c
q
d
i
r

B-
5
»
■
:̂
7-
J§cf
-ever 
く t

H
n

°ris. really 

w
o
r
t
h

ct
-
of!
:
5
 

i
d 
ョ

ぎ h'as..acqdir

.<vd>it,, 

a
n
d

 

w
h
o

 

w
a
n
t

ct
-
o
 

dispose

.... 

.

.

. 

.

.

.

.

.
: 

' 

. 

•
: 

.

a

 ̂
O
H exclllm

o-le 

it 

for 

sietliinsr 

else, 

is 

the. 

ts.
l a

n
d

 

trouble 

一くげ

多

.^
o
e
p ..save 

to 

h

r/lsdf, 

a
n
d

 

w
h
i
c
h

 

it 

caa

impose 

"
u
p
o
n

2 -ller. people.:…
-.labour 

.
i
s the 

ilrst price) 

the 

original 

p
u
r
c
h
a
s
e
—m
o
s
e
y

 ' t
h
a
t
'
w
a
s

 

p
a
j
d

 

for 

all 

t
h
s
g
.

It., w
a
s

 

not 

b
v

 

g
o
l
d

 

o
r

cr
y silver, 

b
t
tct
-

】

c1
.>r
r
&
.
8r-
I?

”?:
p
PJ
^
s
.
-
o
a
l
t
h

 

of 
the 

一一.
0̂

^
.突汉 

originally: p
u
r
c
h
a
s
e
d

;

吕
 
p 
泛

•67

value,.

S-ttowe Teho p

o.'ssess

v̂#

. 

and who 

w
ag.
ct
.0oMclbange 

£0<-
1some. 

nrt
>
w productions, 

is 
;pr

ooclsely

- o

q
& 
s 

i
v
u 

Qnantity of labour w
K
c
l
l

«.
*

enabl

cv
C+
-
S
K
1 

to purchase, or. command, (carman s ed. 

P
P
.
S
2W

S.)

以
上
の
文
章
の
中

^

は
.hjfice

■と 

一•ム
ひ
或

tt
くalue 

L
Cー
ム
つ
て

.

.
^
'
る
%
.
.合
.か
.
^
る
か
ニ

^

e
⑷ 

に
は
別
に

®

要
な
區
別
が
立
て
、
あ
る
譯
や
は
無

S

。ぶ
ハ
だ
彼
は

#

々%

漉
得
せ
ん

i

欲
す 

'■
■
る
物

U

對
し
て
交
換
的

U

提
供
す
る
物
の
方
に
就

S

て
立
言
す
る

®

に
は

S

0

0な
る
語
を
用 

ひ
、？

似
提
供
す
る
物
に
對
し
て
交

.換
的
に
獲
得
す
る
物

^

方
に
就
い
て
立
言
す
る
#
に
は 

V
a
l
u
e

な
る

®

を
用

.ひ
て
居
る

i

云
ふ
區
別

.が
あ
る
だ
け
で
、何
れ

^P

共
に
彼

.

Q

爾
ふ

v
a
c
e 

in 

:E
x
c
h
a
n
g
e

又
は

e
x
c
h
a
r
g
s
b
l
e

 

V

 alue 

(

交
換
價
値

)

の
意
味
や
あ
る
。
蓬
し
彼
は
價
値
を
分
ち
て 

.使
用
價
値
と
交
換
惯
値

.と
の
，こ
と
爲
し
、例
へ
ば
、水
の
如
き
は
.
常
に
大
な
る
使
用
價
値
を
有 

す
る
も
何
等
の
交
換
價
値
を
有
せ
次
る

U

反
し
？タ
ィ
ャ
モ
ン
ド
の
如
き
は
其
の
使
用
懷
値
は 

極
め

V

小

^

れ
ど
％
交
換
價
値
は
非
常
に
大
な
る
名
の
な
；，
と
論

^
.て
居
る
の
で
あ
る
^
使 

用
價
値
に
就

s

 

y

述
.；ベ

V

届
る
の
は
只
だ
其
位

.の
p 

t
他
は
凡
て
交
換

M

値
に
就
.い
て
の
み 

.論
'̂

七

屈

る
の

f 

•あ

る
。

乃
ち
前
に
揭
げ
女
文
章
の
中
に

.、或
は
價
格
と

云
；： s

或
は
價
膛
と
云 

.つ
七
届
る

の

1

突
張

^s

此
の
交
換
價
値

の

爾
に
外
な

ら

ぬ

の

で
あ
る

'.
0 

期
.

v
:

之
ょ

3

前
b

揭
：
#
:te
彼
の
價
値

®

に
就

s

 

y

餚
單
な
る
批
評
を
加
へ
て
戽
杧
い

i

思
ふ

1

ダ
ム.
ス
ミ
ス
の
似
値
論
に
.就
い
て

 

,

六
七



ア
> 
ム
•
ス
ミ
ス
の
傾

値
！！

に
就
い
で
 

f

■

.

が
、其U
就

s

て

は

一
應
.交
換

.價
値
の
本
質
に
就

s

 

<
余
の
考
を
述
べ

：
y
ii
く

必
要
が

あ

る

。 

此

考

は

、近

頃

余

の

公

：に

し
fc『

經
濟
擊
硏

'究』

の
序
文
に

名
記
載
し

.お
事

.で
あ
つ
て
、兹
に
揭 

ぐ
る
所
は
其
に
多
少
の
修
犯
を
如
へ
杧
に
止
る
。

f

Ja
ヰ

 

u
te
‘

，
«

i

i

‘尤
ぢ
妓
に
交
換

i

沄
ふ
の

: 

-
 

•
:
 

.
 

•.

は
最
，名

•廣
き
意
味
の

^p

の
で
、郎
ち
收
益
に
對
し

<

犠
牲
を
提
供
す
る
場
命
は

"何
*

で
$
其
處 

.に
交
換
於
行
は
れ
女
と
見
る
の
で

.あ
る
。
其
故
單

ic
一
 

人
'が
孤
立
し
て
届
る
場
合
に
で
名
、入 

と
人
と
の
間
に
於
け
る
と
同
ヒ
や

ラ
に
、其
人
と
其
の
外
界
と
の
間
に
.所
謂
交
換
财
行
は
れ
る 

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
或
人
、

S

一
 

宛
の
勞
力
を
費
し
て
一
定
の
貨
物
を
作

6

出
し

^

次
ら
ば
、其 

の
場
合
に
は
、其
人
の
勞
カ
と
貨
物
と
の
交
換
於
行
は
れ
把
と
見
る

Q

 

.で
あ
る
。
勞

力

を

费
す 

i

云

分
の
、が
犠
牲
で
あ
つ

.
て
^

物
を
得
る
と
云
ふ
の
、が
收

S

で
あ
る
。
況
ん
や
一
定
の

A

が 

他
の
人
に
對
し
て

一

定
の
勞
カ
又
は
貨
物
を
提
供
し
、其
の
代

6

に
其
の
他
人
に
對
し
て
一
定

の
勞
カ
な

6

貨
物
な

6

を
獲
得
す
る
な
ら
ば
、を
れ
は
言
ふ

n

?

な
く
交
換
で
あ
る
。
今

t

.

.

.

.

. 

.

物
の
'交
換
に
依
つ

V

決
定
せ
ら
ゐ

V

物
の
價
瞭

：
»
;卽
ち

.交

.

.換
價
値
，音

.
^
:る。

0

し
’<;
:
_
換
價

G9

a

る
，g

#
の
J

T
物
d

l

«

_崎
，̂

、
Id
,
.
.
.
明
等
、
U
,き 

.、の，

.
A

g

-れ.、

侧
領
ら

_

網
3

‘相
_

V

N

_

'、#
.fi
,si
!

r

a

^

r

w

w

^

r

f

o

例
へ
ば

.申
な
る
货
物

i
 

乙
な
る
貨
物
と
交
換
せ
：ら
る
、
な
ら
ば
、甲
の
價
値
は
乙
で
あ

6
、乙
：の

«

値
は
甲
で
あ
る

i

せ 

ら
れ
て
、申
乙
二
者
の

.
價
備
，
^

代
_
"
»
,
5
3

有
す
る
こ

i

に
爲
る
の
で
あ
る

。
' 蓋

し

，交

換
S

る
i
 

公
ふ
以
上
は
、ニ
の
物
於
取
替
べ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
旣
に
ニ
の
物

^

取
6

替
へ
ら 

A

得

ら

る

、
の
で
あ
、る
な
ら
ば
、其
の
ニ
の
物

0

價
値
は
同

1̂
と
見
て
差
支
な

.

S

の
で
あ
る
。
 

例
へ
ば

.

一

{/E
の

入

抓

一

定
の
胁
間
：を
费
し

V

十
爲
の
魚
を
捕
へ
得
る
な
ら
ば
、其
'の

一

肪
間
の 

勞
働
の
交
換
價
値
は
魚
十
尾
に
相
當
し
"叉
杧
魚
十
尾
の
交
換
價
値
は
一
滕
間
の
勞
働
に
相
當 

す
る

.の
で
あ
る
。
本
來
；の
事
情
ょ
：

6

云
へ
ば
、r

塒
間
の
勞
働
に
服
せ
梦
し

v

热
十
尾
を
得

 ̂

る
ょ

6

炎
其
の
勞
働
に
服
し
て
魚
十
爲
を
得
る
方
、が
利
益
あ

6
 

i
者
今
れ
ば
こ
そ
、其
人
は
勞 

»

を
犧
牲
と
し
て
溆
を
漉
得
す
る
麵
で
あ
る

&

ら
、其
の
犠

#

と
收
益

.と
の
間
に
，は

一

'S
の
價 

値
の
差
額
於
あ
る
べ
パ
き
喾
で
あ
る
け

.れ
ど
名
、其
の
場
合
の
價

.値
な
る
名
の
は
#
に
爾
ふ
交
換

價
値
と
は
全
く
別

«

の
價
値
で
あ
る
。

.前
者
は
其
人
の
心
の
內
，部

に

遛

つ

憤

値

.判
斷
で
あ

.

.

.
 

:
:
'
• 

• 

- 

*

:
つ
<

吾
.
々

が

外

莉/;
>

ら
之
を
客
繼
的

r

猶
察
し
て
渴
る
阪

^
e
/
g
^

i s
*

0

.員

相

，
そ

知

る

こ

と

の

T

V

ぐ
ス
ミ
ス
の
證
論
亿
躭
い
て

 

:
六
九
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r
>
ダ
ムc

ス
=
、
ス
の
顧
値
論
亿
就
い
，て

 

七
o

出
來
ぬ
名
の
で
、客
戰
的
觀
察
を
主
眼
と
す
る
南
然
科
學
的

_經
.
«學
の
與
る
を

.得
&

名

0

で
あ 

石
。
猶
ほ
此
の
關
係
を
明

£

に
す
る

"か
爲
め
、更
に

一

■例
を
擧
げ
ん
に
捕
へ

k

&
乙
二
人
あ

6
 

て
、甲
の
所
有
せ
る
货
物
ィ
と
乙
の
處
有
サ

-
る
貨
物
口
と
が
交
換
さ
れ

*

と
す
る
な
ら
ば
、そ
れ 

は
全
く
、g

.

は
ィ
よ

6

%
 

”を
.
價

値

大

な6
 

i
し
、乙
»

ロ
よ

6

名
ィ
を
價
値
大
な

6

i
す
る
が 

爲
め
で
あ
る
の
で
、其

0

/;
>
ら
去
へ
ば
、申
に
と
つ
て
名
乙
に
と
つ
て

名
、ィ
ロ 

ニ
物
の
價
値
は
決 

し
て
同
ニ
で
な
い
の
で
，あ
る
が
、其
の
場
合
の
價
値
と
云
ふ
の
は
矢
張

6

交
換
價
値
以
外
の
價 

値
に
屬
す
る

名
の

で

あ

る

。
：m
,の
，
心
0

內

1C
入

つ

て

，
見

れ«

ィ

よ
6

$
 
ロ
.
の
方
 

'が
價
値
大
で 

あ
6
、叉

*

乙
の
心
の
內
に
入
つ
て
見
れ
ば

^
よ
み
名
ィ
の
方
が
價
値
大
で
あ
る
。
卽
ち
或
時 

は
印
の
心
の
内
部
に
入
つ
七
見
文
杧
或
胁
は
乙
の
心
の
內
部
に
入
つ

y

見
る
な
ら
ば
、ィ
よ

6
 

名
ロ
於
價
値
大
分
あ

6
、叉
杧
ロ
よ

6

名
ィ
於
價

'値
大

.
で
あ
る
、併
し
吾
々
は
、；5

-

の>§
,

の
內
部
に 

入
る

i

同
®
に
乙
の
心
の
內
部
に
入
る
わ

W

U
行

&

ぬ
か
ら
し

<.ィ 
'が

U
よ
.り
^p

價
値
大
で 

あ
6

叉
お
口
が
ィ
よ

6

名
價
値
大
で
あ
る

i

云
ふ
此
の
一
一
の矛

盾
し

tc
見
方
は
、決
し
<
同
脾 

に
：成

..立

し

得

る

名

の

で

は

無

い

。

さ
れ
ば
斯

.

S

る
見
方
か
ら
云
へ
ば
、

一

般
的
に

.ィ

舻
ロ
よ
/ノ
 

價
，値
舣
大
で
あ
る
と

^

云
へ
な
け
れ

•
«、叉
お

1.

般
的
に
ロ
き
イ
よ

.
6
名
價
値
於
大
で
あ
る
と

名
云
へ
な

s

°

つ
ま

6

ィ

"

ニ
物
の
價
値
に
就

s

て
は
、一
般
的
に

»

何
と
？
立
言

'の
.し
や
ぅ 

'が
無
い

0

で
あ
る
。

'
然
る
に
交
换
價
値
に
爲
る

2
、之
は
甲
乙
ニ
人
者
の
何
れ
%
の
心
の
内
に 

立
ち
入
る
乙
と
な
く
、第
三
者
の
地

.位
か
ら
'客
観
的
に
之
を
觀
察
し
て
得
來
つ
杧
觀
念
で
あ
る 

/P
ら
ボ
乙
ニ

A

が
瓦
に
ィ

.ロ
の
ニ
物
を
交
換
す
る
腺
久
給
付
と
反
對
給
付

i

は
棚
等
し
と

3 

朴
る
の

t

fi
l
lち
ィ
の
交

.換
價
値
は
ロ
に
等
し
く
、ロ
の
交
換
®
値
は
す
に
等
し
と
さ
れ
る
の
で 

あ
る
。
.
.要
す
る

U
、

マ
方
の

.人
の
心
の

f
tlc
A

っ
て
見
れ
ば
、ロ
の
方
财
ィ
ょ

6

名
惯
値
多
く
、叉 

把
他
方
め
人
の
心

の
內
に
入
つ
て
見
れ
ば
、ィ
の
方
於

&

ょ
6
 

$
價
値
多
け
れ
ど
名
、其
を
第
三 

.者
の
地
位
に
立
ち
之
を
傍
ょ

6

見
て
、ィ
ロ

 

ニ
物
の
價
値
相
同

^

と
看
做
す
點
に
於

3

て
、交
換 

價
値
の
客
觀
性
於
發
生
し

y

來
て
、價
値
な

る

S

の
、

S

始

め

て

自

然

科

..感

的

經

濟

學

の

拼

究

對
 

象
と
爲
ん

.得
る
の
で
あ
る
。

交
換
價
値
な
る

$

の
、
本
質
は
以
上
述
べ
长
る
於
如
し
と
信
卞
る
。

3

れ
^

XI
,
J、、
ス

舣

凡
て 

の
物
の
眞
實
の
交
換
價
値
は
其
物
の
獲
得
に
要
す
る
勞
働
に
相
當
し
、又
セ
之
を
獲
得
し
把

i
 

,

後
は
、典
物
の
交
換
價
馗
は

±

を
，以
て
膦

賈
す
る
こ
と
を

.
得
べ

き
他
入
の

勞
働
に
陌
當

す
と
爲 

\し
お
る
は
、必
し
电
誤

_

と
云
ふ
を

#

な
‘ 

S

。
乍
併
、之

i

同
滕
に

®

人
の

' 注
意
す
べ
き
こ
と
は

ずダム

*ス三ス

§
做値論忆挪

5>て 

七1



^

ダ
ム
*-

人̂
.

ス
吵
.懷
僦
論
亿
就
い
て

 

七
：
.

其
等
勞
働
の
價
値
は
#
の

* '

合
に
は
矢
張
，

み

獲
#

さ

る
.ベ
，き
貨
物
の
规
値
に
相
當

し

、後

の
場

， 

合

u

は
所
賴
旣
に
獲
得
さ
れ
之
よ

6

交
換
の
用
に
供
せ
ん

i
 r

o

み
、
所
の
貨
物
.の
價
跄
に
相

當
す
る

i

云
夯
こ
と
で
あ
る
。

.

ス
ミ

ス
の
缺
點
峡

貨
物
の
價
値
を
努
働
に

y

种
.量
し
得
る
方 

两
に
の
み
着
眼
し

y
at
9
勞
働

'の
價
値
於
同
塒
に
又
女
貨
物
に
て
秤
量

3

れ
得
る
方
面
を
看 

過
し

*

點
に
あ
る
。
交
換
惯
値
の
相
對
性

»

環
性
を
認
め
す
し
て
、却
て
絕
對
不
動
の
標
準
を 

勞
働

u

求
：§

ん
と
し
た
點
に
在
る
。
彼
が
將

f
c獲
得
せ
ん
と
す
る
貨
物
の
價
値
は
之
が
獲
得 

•
U

要
す
る
勞
働
に

侬
6

て
定
ま
ろ
、
而
し
て
旣
に
獲
得
し
女
る
後
、之
を
以

V

他
物
と
交
換
せ
ん 

と
す

>
0場
合
に
於
い
て
は
、其
物
の
價
値
は
將
に
交
換

;̂れ
ん
と
す
る
他
物
の
生
產
の
爲
め
に 

要
せ
し
勞
働
に
依

6
 V

定
ま
る
と
云
ふ
於
如
く
、場
合
に
族

6

て
.其
の
立
言
の
地
步
を
異
に
す

る
の
說
明

を
.
爲
r
c 

2

1

#

h

る
に
至
：
6

し
名

全
く
是
於
爲
あ
；で
あ
る
。

. >
,

ル
サ
ス
は
前
揭 

の
著
睿
の
冒
頭
に
、ス
ミ
ス
の
價

« ,

論
を
枇
評
す
る
に
至
ろ
し
理

_

を
，列
擧
し
て
居
る

於
、其
の

第

〗

の
理
由
と
し

V

次
の
如
く
述
べ

y
.

届

る

。
：
：

i
n

 

laying 

d
o
w
n
j
a
b
o
l
l
r

 

s

&)x
^
e
a
s
u
r
e

o
t value, 

it. is 

a
l
l
o
w
e
d

 

t
h
a
t

 

n
e

 

d
ofo
s 

n
ort
xrt

Q
g.
t
e
 

c
i
e
a
r
ywhetiier 

lie 

m
e
a
n
s

 

tiie 

labour 

wliicli is 

w
o
r
k
e
d

c
p in l

a
c
o

B'm
o
d
i
t
y
,

 

or 

t
h
e

l
a
b
o
u
r

 

w
H
c
l
i

 

i
t

 

w
i
l
l

 

c
o
m
m
a
n
d

 

い
 

Y

n)
け
 

s
g

y

ro
J
.
0
 

e
s
s
e
n
t
i
a
l
l
y

 

d
i
f
f
e
r
s

 

汁.

誠

U

マ
ル
サ
ス
の
言
の
如
く
、或
る
貨
物
を
生
產
す
る
爲
め

.に
费
し

*

勞
働

i
、其
の

.貨
物
で

«
 

質
す
る
乙
と
を
得
る
勞
働
と
は
、全
く
違
つ
允
名
の
で
あ
る
。
例
：へ
ば
余
が

1
.

日
の
勞
働
を
费 

し

y

或
る
貨
物
を
生
産
し
把
場
仓
に
、余
は
其

.の
貨
物
を
ば
他
人
に
與
ふ
る
代

6

に
、其
の
他
人 

を
し
て
余
奴
爲

：

§

 

ニ
日
の
勞
働
に
服
せ
し
む
る
こ
と
於
有

.

o

得
る
。
故
に
其
ひ

|货

物

.の

交

換 

•價
値
，は
、前
の
場
合
に
は
余

'が
一
日
分
の
勞
働
に
相
當
し
、後
の
埸
含
に
は
他
人
の
ニ
日
分
の
勞 

働
に
相
當
す
。
叉
欠
余
财
勞
働

.の
交
換

.價
値
は
其
の
貨
物
ー
個
に

.相
當
す
る
と
同
塒
に
、他
人 

.の
勞
働
の
交
換
價
値
は
其
の

ft
物
半
個
に
相
當
す
る
の
で

.あ
る
。
勞
働
胗
«
«
の
尺
度
に
爲 

る
と
沄
ふ
こ
と
に
«
、こ
れ
以
上
の
意
味
は
有

6

得
ぬ
の
で
あ
る
於
、只
だ

XI
51

ス
は
、凡
て
の
货 

物
は
皆
な
勞
働

1C
依
つ
て
漉
得
さ
る

、
名
の
と
.考
へ
、つ
ま

6

廣
義
の
交
換
に
は
、何
婶
で
％
其 

の

I

方
の
對
價
と
爲
る

^

の
が
努
働
で
あ
る
と
考
へ
杧
爲
め
に
、

^

に
勞
働
に
着
眼
し
、遂
に
は 

之
を
以
て
價
値
の
絕

.對
の

.標
準

^

あ
る
か

M

考
へ
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

/

〜

^

 

/
 

V

/

而
し
.て
此
點
に
就
き
觅
に
注
意
す
ベ
き
は
、彼

は
價
値
の
絕
對
.の
標
準
を
勞
働
亡
求
め
し
が
，爲

T

•ダ
ム•

/ >

三
ス
の'

愤
値
腧
.に
就
い
て

 

七
三



H

r

v

ムi

ミ
ス
の
傲
値
賺
.
m

就
.い
て
 

b
t
s
t

め
に
、進
ん
で
は
勞

-辦

0

-

^ぉ
科
で

—

不
,

0'
~

^

丨̂
^

^

齡
1
<'
!
.
.。
.至—

つ
お

®

で
あ
る
。

彼

ま
、
 

金
叉
は
銀
は
其
物
の
價
値
於
變
動
す
る
爲
め
に
、他
の
貨
物
の
價
値

0

精

確

な

：る

標

準

と

蔚6
 

#

次
る

C
と
を
論

b

fc
る
後
、進
ん
で
'次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

『

同

一

分
量
の
勞
働
は
、凡

.て
の
槠
及
び
所
に
於
ぃ

V
、、

其
の
勞
働
者
に
對
し
同
一
賈
値
の

，
3
 

の
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
る
、
。

〔

第
一
版
に
は
、同
一
價
値
の
名
の
で
な
け
れ
ば
爲
ら
ぬ

i
 

あ

つ

杧

の

を

、第

ニ

版

以

後

に

は

此

の

如

く

改

，，め

て

あ

る

〕

、

其

の

健

康

、腕

力

及.
梢

^

の 

、
平常の狀態に於

s

て
、叉

*

其
の
熟
練
及
び
巧
妙
の
平
常
の
程
度
に
於
ぃ

<
、
ril
上
の 

ニ

句
、第
二
版
の
際
增
補
の
文
句

j
勞
働
者
は
常
に
其
の

安

樂

、其
の

,

*

及
び
其

の

幸

福

の

 

w

b
割
前
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
，ら
ぬ
。

さ
れ
ば
其
の
勞
働
の

.報
酬
と
し
て
^
の
受
け 

入
る
ぐ
所
の
财
の
分
最
は
如
何
に
變
卞

i

名
、彼
の
支
娜
办
代
價
は
常
に
同
一
で
あ
る
。

同
-
一
分

*
:の
勞
働

t

或
滕
は
多
ぐ
の
分

.暈
の

.財
を
獲
得
し
得
、或

#

は
.僅
か
の
分

&

0:
財 

を
獲
得
t

得
^

ic
-

J

る

こ

と
は
健
際
1C
.

*

I

こ
と
そ
あ

る

^
併

し錄
^

-2
>
;
所
◊
 

つ
^
 

財
の
-0

値
で
、其

IH
を
獲
得
す
る

.所
の
勞
働
，の

«,
_

で
は
：：無

S. 

0

凡
ノ
て(

の
，脉
及

.び
所
..に
於 

S

て
、生
產
に
卿

_

な
爾
叉
は
之
：_

獲
得
に
多
く

0:
:赞
^

^
養
ず
物
は
高
く
、容
易
に
得
ら

れ
、叉
は
極
僅

&

の
勞
働
で
得
ら
る
、
物
は
安
い
。

3

れ
ば
只

^

勞
働
の
み

•
於
其
れ
®
身 

の
價
臆
を
變
せ
ヤ

J

る
？ Q

で

、

此
の
勞
働
の
み
が
、凡
て
の
肪
及
び
所
に
於

s
ズ
凡
て
の
貨 

物
の
慣
値
を
評
儷
し
且
つ
比
較
す
る
爲
め
の
最
後
の
且
つ
眞
實
の
標
準

'で
ぁ
る
。
勞
働 

で
砰
つ
杧
名
の
奴
其
の
眞
實
の
價
格
で
该
幣
で
秤
つ
杧

名

の
は
其
の

«

目

上

.の

價

格

に 

過
ぎ
ぬ』
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criwhich, purchases 

tllem, 

A
C+
-ali u

m
e
w
a
n
d

 places that is 

^
o
y
w
. 

.which 

i.t 

is 

diBcut to c
o
m
e

s-
'
oi
, 

w
H
c
h

 

itt
-costs m

u
c
h

 

l
a
b
o
u
r

ci
-
o
 

acquire; 

and. that 

cheap 

w
h
i
c
v
i
s

 t
o

cr
-
e lind 

.easily, 

or 

w
i
t
h

<5
?

y
st
IE
o
.
rcr
'
o
u
H
.
:

 

Labonr.a.ione, 

ruerefore) 

never 

varying, in 

its o
w
n

 

value, 

is aloao.'the 

-dtlmate 

H
E 

standard b
y

 

w
H
c
h

 

t
hrt
>

<

&«>
.
o
f

 a.il 

commodities 

0
^
ŝ.
p口 

江
3
0
5es
o
pup

l
a
c
e
s

s'be 

s
t
i
m
a
t
e
d

 

aad. c
o
m
p
a
s
d
.

 

If; is 

t
ho.
i
r 

H eal p
r
i
c
e
;

d
,
o
tJ
2y 

M
g
ct
-h
e
l
r 

nominal p
r
i
s

 

only.. (
C
a
n
a
a
n
-
s

nj
p

W
5.

)

此
の
如
く
、彼
は
勞

働

を
以
て
價
値
の
眞
實
の
尺
度
と
爾
匕
て
届
る
於
、更
に
他
の
所
に
於
い

<

ア
ダ
ム
、
乂
ミ
ス
の
惯
値
蹄
亿
就
.い
て

 

七
逬



ア
グt

ス
ミ
ス_の
僧
値
論
亿
躭
，い
.
て

 

七
ミ

は
、勞

働

を

以V

異
6

祀
る
胁

.代
に
於
け
る

®

値
を
比
較
す
る
の
標
準
と
各
爲

.ふ
®

を
論

b

て
 

る
。
彼

EI
く

『

價
値
の
尺
度
と

し
て

一
,

般
的
の
且
つ
精
確
の
名
の
は

'勞
働
を
舍

S

て
外
に
は
無
い
。
卽 

ち
勞
働
は
吾
々
が
凡

<

の
#

及
ぴ
凡

<

の
處
に
於

S

て
種
々
の
货
物
の
阍
値
を
比
較
し 

得
る
唯

一

の
標
準
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
名
な
く
吾
々
は
©
紀
を
举
に
せ
る
種
々
の
貨
物 

の
眞
實
の
價
値
を
ば
、之
と
交
換
せ
ら
る
、
所
の
銀

Q

分
量

U

依
：つ
て
比
較

' 

る
こ
と
は 

出
來
ぬ
。
叉
把
榖
物
の
分
蘯
に
依
つ

V
、

其
の
年
々
の
懷
値
を
比
較
す

^

こ
i
 

S
出
來
ぬ

< 

只
^

吾

々

は

勞

働

の

分

量

，に

依

つ

て

の

み

癌
>

精
確
に
、世
紀
毎
に
將
杧
年
每
に
價
値
の 

變
動
を
此
較
す
る
こ

i

が
出
來
る
で

！〗

'
L
a
b
o
u
r

.

.

.

.

.

is 

the 

orsij 

tmiversal; 

a
s

 .well 

a
s

ct
-
.
l
l
e

onlv 

a
c
c
u
r
a

cf-e 

パ
 m

c

p'sul.e 

o
£

 

v
a
l
u
?

 

o
r

 

i
h
o

onlv 

s
t
a
n
d
a
r
d 

In.

w
i
u
c
h

 

w
e

 
2
 
ロ 

O
O
^
P
M
O

 

the 

values 

o£ 

difrercu

cl'
.comlnodities 

at. all t
i
m
e
s

 

a
n
d

 

M
p PLlces.. 

wc...canna
. 

e
s
t
i
i
t
c
;

 

it 

is 

a
l
l
o
w
e
d
;

e+
-
a
e 

H

fl
)
J
J
2 

v
a
l
u
o
o
f

 

diR'el.cnt 

comrnodities 

f
r
o
m

 

c
en
turj 

to 

c
c
n

s-r
y

 

y
y th

e

.
 qnanti

ct-ics 

of 

s.il vbr 

\v,}.15ch 

w
e
r
e

 

jrivc'n 

for 

t
h
e
m
,
.

53
e c

a
n
n
a
.

 estimate 

it. f
r
o
m

 

y
e
a
r

 

to 

y
e
a
r

 

b
j

 

the 

qriantif-ies 
of 

corn:. 

.
B
y

 t
h
e

 

:
q
d
a
w.
t
i-c
t
-B'
s of 

'

0̂*
0
ヨ

.
ノー

-
o
O
P
K
. 

し viih 

s
«lg

y
g
^
o
s
t

 

accuracy,, estimate .it. 

ba
l
l .f

r
o
m

 century .to 

.
c
e»a*
r
y an

d
 

from... 

y,o
a
r
.
t
o
,
.y
e
a
r
. 

:.(

-oa-nnauv.ed. 

r>. 

3
S)

以
上
述
ぶ
る
似

如
く
，ス

ミ
ス
は
勞
働
の
價
値
を
以

y

 

|

定
不
變
の

豸
の

な
6

と
爲
し

S
M

を
以

fll

V

 

t
h
e 

real 

m
e
a
s
u
r
e

 

§
d 

standard 

of 

e
x
c
h
s

JrQ-eable 

V
a
i
s

 

i
 
し
_て
居
る
の
で
あ
る
 

'が、之
に
就

 

S

 

V

は
種
々
の
疑
問
を
起
す
こ
と

^

出
來
る
。

第
一
に
、彼

'が
努
働
の
同
匕
分
量
玄

§
1

^

8ミ
&:
€
5 

o
f 

labour 

1
C

い
ふ
ン
の
は
果
し
て
如
何
な
る
意 

味
で
あ
る
か
。
何
を

.以
て
勞
働
の
分

.量
を
秤
量
す
る

.稹

6

で
あ
る

4
、

此
點

.、似
：先
づ
疑
間
で
あ 

る
。

彼
は
此

«■
に
就
い
て
何
等
の
說
明
を
加
へ
て
届
ら
ぬ
か
ら
、先
づ
璐

|{
3

を
：標
準
と
し
杧
ぢ 

'
'
.
の
£

で
名
考
へ
て
置
く

の
外
は
無

い

。

尤

名

彼
は
，他
の
場
處

1C

於

s. 
y

m

貴
.の
交
換
價
値
を 

標
準

i

し
、例
へ
ば
甲
の

.r

日
の
勞
働
と
乙
の
ニ

 

m

 

Q

勞
働
と
交
換
せ
ら
る
、
な

.、ら
'ば
、甲

の

1

 

日
の
勞
働
と
乙
の
ニ
日
の
勞
働

.と
は

.同
匕
分
量
の
ぢ
の

.
で
あ
る

i

看

做

す

ふ

於

如

く

 

U

 

見
ゆ
る

.所
す
あ
る
於

(

註I
)

併
し
若
し

3

ぅ
で
あ
つ
杧
な
ら
ば
、同
匕
分
量
の
勞
働
'從
つ
て
同
匕 

價
値
の
勞
働
と
せ
ら
る

.
ゝ
$

の
、
內
容
於
規
實
の
社
會
に
於
け
：る
實
際
の
突
換

^

俟
つ
<
始 

め

V
®

ま
る
輝
と
な
る
か
ら
、そ
は
交
換
®
値
の
秤
量
に
向
つ
て
何
等
絕
對
的
の
標
準
を
描
供 

せ
^

る
こ
と
、
爲
る
。
余
の
者
に
侬
れ
ば
、

a

實
の
事
情
は
正
に
此
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
名
、
 

併
し
さ
ぅ
だ
と
し
て
は
、始
め

.

s

ら
，『

ミ！ス
の
議
論
が
無
意
味
に
爲
つ
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
。
 

要
，す
；
る.に
、何
：.
^

r

以
，叫

同
^

分
ft
の
^;
働
と

^s

ベ
；
き
&
、之
が
.抑
々
.
の
_

„

»
る
。

或
は
勞
働

ァ
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
の
樹
値
論
亿
就
い
て

 

七
'.七
.



y

ダ
ム'.

*

ス
三..ス
の
傲
値
騎
に
^

い'!
:

•

 

b

t

>

者
の
苦
痛
を
標
準
と
す
る
積
ム
か
と
名
思
は
る
於
、そ
れ
な
ら
ば
又
た
其
で
缺

11
5

&
出
，y

來
る 

使
究
の
爲
め
其
事
は
次
の
祺

@
/以
下
の
所
で
述
べ

.や
ぅ
。

,

s
 

c

s】
.
s of

t
s

 

diSScalt to ascertain the 

p
r
o
p
o
r
t
i
o
n

c-
1
昏v

e
c
n

5?
-
v
o different 

o
f 

.
I
ch
i
s adAasted,

ho..vever, 

not b
j

 
a
n
y

 

accnrats 

measdrt}, 

b
ucl
-bj

 the H
g
g
U
n
g
a
n
c
l

 

bargal

E.d
g
o
f

?

の
 

|
ゐ

0ぐ according- 

to 

that 

sort 

of 

r
o
u
g
b equality W

H
C
h
'
&
o
u
g
h

 

n
oct
-
o

x

p

o

^

K-s
u
m
c
i
e

g.£or 

can.yin

o-i
o
n

 

the 

b
u
s
i
l
s

 

O
I-
T
J
o
o
a
p
s
o
p

 u
f
e

 (
c
a
n
n
a
K
S

 cd. p. 

3
3
).

第
二
に
、彼
は
同

一

分
量
の
勞
働
は
、其
の
勞
働
者
に
對
し
同
一
價
値
の

S

の
で
あ
る
と
云
ひ

#
 

ら

る
、i

云
つ

y

届
る
於
、兹
に

债
値
i

 

S

ふ
の
は
果
し

て
如
何
な

る
意
味
の
名
の
で

あ
る
乎• 

前

に

旣

に

«

ベ
fc
る
如
く
、彼
は
價

値
を
使
用
價
値
と
交
換
價
値
と
に
分
ち
、而
し

て
#
.ら
交 

換
價
値
の
こ
と
の
み
に

就s

て
論
匕
て
居
る

の
で
あ
る
か
ら
、經
に
爾
ふ
所

0

價
値
名
亦
把
交 

換
價
値
の
意
に

»

す

る

の

於

順

序

で

，あ

る

财

、若

し
3

ぅ

^.
と

す

る

な

ら

違

彼

は

玆

に

同

一

分
 

量
の

.勞
働
は

I

に
同

マ
®
値
を
有
す
と
云
ひ
屑
れ

る
，が
故
に

«,
0

勞
働
は

何
.等

^

の
物

i

常 

に
同

一

の
处
例
に
於
い

て
交
換

3

れ
っ
、
あ
る
名
の
と
考
ベ

t ^
.
i

見
，な
け

^
d

爲
ら
ぬ
。
然 

ら
ば

此

の
埸
合
、勞
働

i

の
交
換
に
於
い
て
彼
«
.
果

し

y
何
物
に
着
眼
じ
把
か

i

云
ふ
に
、彼
の 

_
論

を
合
理
的

に
解
釋
す

.る
爲
め
に
は
、勞
働
の
霞
痛
に
着
眼
し
杧

i

Ji
る
の
外
は
無

s
。

IW 

し
て

彼
、

s

同

一

分
量
の
發
働
は
其
の
勞
働
者
に
對
い
て

.同

1
價
値
の
名
の
で
あ
る
と
將
に

E

.明
し
て
展
る
點
於
ら

^

へ
ば
、恐
ら
•く
斯

X

解
釋
す
る
の
が
彼
の
眞
意
を
得
把

名
の
で

有
ら
ぅ
ハ 

卽
.ち
余
は
：解
釋
し
て
、彼
は
、勞
働
者
於
同
一
分
量

の
^

働
を
爲
す

、ギ
爲

め
に
、®

の
忍
ぶ

所
の
苦 

痛
、其
0

犠
牲
と
す
る
所

の
快
樂

t
t

常

U

同

i

で
あ
る

、'
炉飲

に
*

0

赞
働

0

價
値

は
*

の
勞
働 

潜
に
對
し

V

同

一

の
價
値
を
有
す

と
看
做
し
^
名

の
i

考

へ
る
。

而

し

て

斯

く

解

_

する
に 

就
き

E

に

注
意
V
T

べ
き

t
と
は
、被

.に

謂
ふ

所
の
同
一
分
量

の
勞
働
と

«

何
を
意
味
す
る
か

V

 

抑
々
の
疑
問
で
あ
つ

<
、之
に
就
い

v

は
前
に
名
述
べ
し
如
く

 

ニ
三
め
解

#

^
あ
6

得
る
の
で 

あ
る
於
、其
中

t

勞
働
者
の
苦
痛
を
標
準
と
す
る
名
の

と
の
解
釋
は
、彼
の

_

論

|:
-

ば

本

項

に

述
 

^
.る
^

如
く
解
釋
す
る
限

6
、®

5̂P

能
く
前
後

.の
脈
腊
を
貫
通
す
る
ぢ
の
な

.
'

Ov 

i
云
ふ

tJ 

i
で 

あ
る
。
若
し
同
一
分
量
の
勞
働
と
云
ふ
意
味
を
ぱ
右
櫞

C

解
釋
ず
る
な
ら
ぼ
、つ
ま

6

興
の
勞 

»

に
服
す
る
卷
财
同
一

.程
度

0

苦
痛
を
感
梦
る
だ
け
の
勞
働
を
ば
卽
ち
同

一

分
量
の
勞
働

i
 

看
做
す
の
で
あ
る

^

ら
、前
に
述
べ
し
如
き
理
由
に
本
き
、其
の
所
爾
同

一

分
量
の
勞
働
は
、其
の 

.勞
働
者
に

0
.
つ
<
常
に
同
一

.
價
値
を
有
す
る

名
の
と
云
ひ
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
の

如
く
勞
働
の
分
量

.
I

f

 

i
準

を

藝

觀
的
事
情
に

®

く
乙

「

と
に

.す
れ

■

の
主
観
的
事
情
は
人
を
異

U

す
る
に
依

.つ
<
相
違
す
る

ァ
ダ
ム
‘
ス
ミ
ス
の
惯
値
論
亿
就
い
て

 

七
九



' 

' 

J
ぶ

I

羞

I

論

I

て 

八

9

^
d>
ら
、勢
働
の
分
：量
を
表
示
す
ベ

t

一
 

般
的
客
觀
的
の

M

m

は
無
く
な
つ
て
社
_
ふ
理
で
あ
る
ハ 

か
し
之
は
各
個
人
の
主
觀
的
事
情

.は
互
に
相
違
す
る
名
の
と
看
做
も
て
の

r6
e

あ
る

'̂~
R
~̂
7 

ス
ば
' 恐
く
此
の
主
觀
的
事
情
の
相
違

?r
i

給

ど
無
親
し
て
、各
個
人
は

皆
な
？
-!
%

の
«:
の
f

あ
る

. 

l

l

u

^

.3

1

0

而
し
て
旣
に
各
個
人
を
以
て
凡
て
砦
な
一
婦
の
名
の
な
ろ
と
爲 

'
し
以
て
個
人
間
に
於
け
る
主
繼
的
事
愦
の
相
違
を
無
視
す
る
こ
と
、
せ

'ん
か
、殘
る
所
は
、其
の 

こ
櫞
な
る
個
人
の

i
主
觀

‘的
.
.等
^

©

-滕
d
 

‘關
係
に
於
け

.ふ
差
異
：
’又
は
變
化
：
!:
;
■
視
t ;
る
の
必
双 

で
あ
る
。
邀
に
於
い
て
か
、叫
ミ
ス
は
其
の

『

國
富
論

』

の
改
版
の

.際
に
、先
：き
に
指
摘
し

it
き 

把

る

於

如

く

、

『

其

の

健

康

、腕

ヵ

及

び

精

神

の

：
平

常

の

狀

態

.に
於

5

て
、汉
龙
其
の
熟
鍊
及
ぴ
巧 

^

の
平
常
の
狀
態
に
於
い
て

』

i

rム
へ
る
條
件
を
新

^

に
捕
入
し
て
届
る
；の
で
あ
る

9

之
を 

要
す
る
に
、各
個
人
は
凡
て
一
櫞
の
名
の
な

ク
と
前
提
し
、更
に

»

0

一.櫞
な
る
個
人
の
平
常
の 

狀
態
に
就
い
て
述
ぶ
れ
ば
、
一
定
の
赞
働
を
爲
す
於
爲
沁
谷
個
入
の
：負
擔
す
る
：；所

'の
苦
痛
は
、凡 

て

一

定
し
届
る
名
の

.
i看
做
す
こ

.
i
於
出
來
ん

o

•:
故

に
勞
働

.の；.價
値
と
ル
：ふ

.こ
i

を
ば
、其
.の 

勞
働
を
爲
す
者
於
之
に
依
つ
て
，蒙
る
所
の
苦
痛
の
：

« *
牲
に
依
つ
て
秤
暈
し
杧
る
價
値
と
い
ふ 

風
に
解
釋
す
る
な
ら
ば
、

一

楚
の
勞
働
は
常
に
一
定
；の

@

痛

1
C交
換
せ
一
ら

' 石
、
理
に
爲
る

Q

で

Hi

あ
る
か
ら
、つ
ま

6

同
一
分
量
の
勞
働
の
價
値
は
常
に
同

j

で
あ
る

i

云
へ

.
&
こ
と
？
な
く
な 

る
の
で
あ
る
。

第
三
、ス
ミ
ス
は
以
上
の

伽
く
考
へ
允

.？
の
だ
と
一
應

K

解
釋
せ
ら

る
、
於
、併
し
果
し
て

3

ぅ 

だ

と
す
る
な
ら
ば
、
此
點
に
彼
の
大
な

る
®

解
が
横
は

.つy

届
石
。
何
故

/P
•«
.れ
ば
、交

m

慣
値 

な
る
名
の
は

.j

物
の
價
値
を
他
物
で
秤
量
し
忙
％
の
で

あ
る
。
.
'然
る
に
勞
働
と
勞
働

0

苦
.痛 

と
の
：
.關
.係

«
、勞
働
と
努
働
の
：結
果
杧
る
生
產
物
と
の
關
係
と
云
ふ
の
と
は
、金

.く
其
趣
を
異

u

 

し
て
.
届
る
。

少
く
と

名
勞
働
の
苦
痛

.と

s

ふ
は
、其
の
勞
働

に
服
し
つ
ゝ

あ
る
入
の
威
ヒ
で
全 

く
主
觀
的
の
名
の
で
あ
る
於
ら
、其
の
苦
.痛
を
標
準
に
し

て
定
め
ら
れ

fc
勞
働
の
價

値
な
る

名 

の

は
パ
大
張
ふ
主
觀
的
の
名
の

把
る
を
免
れ
ぬ
。
其
の
生
產
物
叉
は
勞
賃
を
標
準
に
し

v

定
め 

杧
»
«
的
の
交
換

價
値
と
は
、全
く
其

の
.
性
^

!̂
興
；に
；じ
て

.廣
1
^

—

0!
!
,冷
あ
る
。

.
/勞
働
の

K

値
を 

ば
其
の
勞
働
に
服
す
：

る
人
が
.輸
牲

と
す
る
所
の

苦
痛
に
依
つ

y

秤
最
し
お
と
云
へ

ば
、言
葉
の 

立

て
方
か
ら
云

矛
と
、如
何
に

_名
客
觀
的
の

交
換
價

値
於
現
は

れ
：る
や
ぅ
で
あ
る
け
れ
ど
も

^
 

の
實
は
主
觀

的
の
價
値

に
過

ぎ
ぬ
の
で
あ
る

'0
さ
れ
ば
ス

三
ス
が

向
ニ
分

.量

の
努
働
tt
其

0 

勢
*

者
■に
：
i
 

6
 

y

常
に
同

1,,
'
價
値

§
:
名
の
な

6

と
运
つ
把
場

<
ロ
の
.慣
値
な

'る
％
の
は
、他

0

場

ア

グ

ム

，

人

ミ

ス

の

傲̂

!
に

就

^ '
て 

-

„ 
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.

合
に
價
値
と
云

.っ
て
居
る

% 
.の
と

全
く
性
質
の
違

.ふ
劣
の
を
、何
等

0:
斷
.
6な
し
に
同

b
言
，葉 

で
言
ひ
表
は
し
て
居
る
名
の
：と
見
な
け
れ
ば
爲
ら
ぬ

.の
で
あ
る
。

而
し

v

旣
に
救

^
爾

次

所

の
價
懺
な
る

^

の
が
純
主
觀
的
め
豸
の
で
あ

‘る
以
上
、其
の

?

のu

客
観
性
は
無
：

S

理
で
あ
る

. 

• 

*

か
ら
、女
i

ひ
其
於
一
定
不
變
で

.

cb
つ
て
'
價
値
の
尺
度
i

爲
6

標
準
i

爲
る
名
の
■

だ
と〗 K

つ
杧 

遽
於
、交
換
價
値
の
決

.定
の
理
法
に
と
つ
て
は
、何
等
の
說
明
、肅
等
の
解
®
に

名

爲
ら
&
次
第
で 

あ
る
0

'
 

-

;

第
四
、若
し
又
把
、同

.一
分

®

の
，勞
働
は
常

U

同

1

價
値
の
名

e

で
あ

.る
と

^

へ
る
場
合
の
®
値 

な
る
.！！

を
ば
、本
當
の
交
換
價
値
の

：

意

u

解
す
る
：な
ら
ば
、同

1
.

分
量
の
勞
働
妹
決
し

<
同

I

の 

價
値

^

.w
tc
ぬ

の

^

あ
る

o
:盖
し
假

6
 H
 

■

一 

分
1

の

勞
«

に
依
つ
て

^

人

:0
蒙
る

F

■の
 

苦
痛

.の
程
度
は
凡
て

.词
’
.
1
•
で
あ

^

と
し

V

ぢ
、* •

の

勞
働

.の
効
*
^
輝
タ
必
遂
異
如
あ

6

.
得
る

< 

卽
ち
勞
働
の
効

.栗
は
、人
に
侬
つ
て
相
違
し
、夂

^

滕
.

U
.

依
6
、處

e
:依

つ

<

相
違
ず
洛
。

肩

f
:

ば 

或
者
.n

M

b
一
 

脉
間
の
發
働
に
侬
つ

.て
魚
三
十

M-
を
捕
泰

4

に
、或

者

は

爾

呤+.
.
馬

を

補

冬

る 

に

Jb
る
場
合
於
あ
る
。
芡
杧
道
具
や
機
械
の
進
歩
し
お
脒
代
に
は
、其
の
生
産
額
於
非
常
に
嫩 

へ
て
來
る
の

*.
な
ら

^
X
0
b

A
鮮
同
ヒ
生

.產
法
の
下
に
働
ぐ
場
合
で

^P、

魚
：Q

澤
山
取
れ
る
場

處

i
 

r
s
ぅ
で
無

s

場
嚴
と
於
あ
る

0

今
吩
一
忠
の
人
於
一
定
の
勞
カ
を
费
し
て
魚
を
捕
ふ
る 

埸
合
に
、若
し
其
の
勞
働
と
负
と
の
問
に
交
換
妒
行
は
れ
て
馬

る
ヰ
の
と
見
る
な
ら
ば
、̂

の
交 

換
價
値
は
勢
働
に
依

6

て
ft
ら

れ
、努
働
の
交
換
價
値
は
命
に
依
ふ
て
暈
ら

る

、

、

，

r-
と
に
爲
る
。
 

辦
竟
交
換
價
値
な
る
名
の
は
、前

t

名
述
ぺ
し
如
く
、

1
1

個
の
分
暈
の
；比

«

に
«

つ
て
成
り
立
つ 

の
で
あ

/■
>

か
ら
、其
の
ニ
個
の
中
、何
れ

沪

一
方
の
分
量
が

變

れ
ば̂

方
の
交
：換
憚
値

^

必
梦

冏 

拇
に
變
つ
て
來
る
の

t

一
 

方
の

>今
の
ゝ
交
換
價
値
の
み

^

其
れ
自
身
に
於
ぃ

V

 

i

定
不
變
で 

あ
る
と
い
ふ
事
は
、交
換
憤
値
そ
の
名
：の

.
、
猶
念

/;
>

ら
S

つ
<
、本

.來.あ
-̂:： \

得
ベ
か
ら

3'
'
'
.る
.こ
{
C 

で
あ
る
。
丨ス
 

'
ス

は

『

同
一
分
量
：の
勞
働
で
、或
赌
は
多
く
の
分
量
の
财
を

.獲
得
し
得
、或
脓
は

値
か
の
分
量
の
.財
を
漉
得
し
得
る
に
止
る
こ
と
は
'實

際

に

起

る

-?
:

と
で
あ
る
け
、併
し
變
求
る

■ 

' 

. 

: 

- 

. 

. 

■

所
.の
名
の
は
財
の
價
値
で
滹
财
を
獲
得
す
る
所
の
勞
働
の
價
値
で
は

*
い
，
、
.
‘

.

•
.

…

只

だ

勞

働
 

の

み

/p
其
れ
自
身
の

®

値
を
變
せ

^

る
名
の
で
あ
る

』

と
沄
つ

v

居
る
け
れ
ど
？
、之
は
恰
名 

f

太
.陽
と
地
球
と
の
距
離
は
常

U

變
化
す
る
於
、變
化

'す
る
所
の
％
の
は
地

’球
の
太
陽
.に
對
す 

る
跑
離
で
、太
陽
を
れ

0

身
の

.
距
離
は
全
く
變
せ
マ

:0
る
‘？
の
で
あ
る

』

.と
云
ふ
と
同
.匕
乙

とP
.

 

<小：く
意
味
を
成
さ
め
立
言
：

^

あ
る
。

.太
陽
そ

.
^0

身
の

.距

.離

.と
袞

.か
代
ら
に
、太
陽
そ
れ
自
身

r
'
ダ.
ム*.
人ミスの
-
僻ft
論
に
E

い
て
. 

八
三
.
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ア
ダ
ム
•ス
ミ
ス

^

^

値

，に

就

い

て

A

四
.

の
#:
地
と

〗 K

へ
ば
输
め

■<
意
味
を
成
す
如
く
、努
働
そ
れ
自
身
の
價
値
と
云
ふ
場
合
の
價
.値
を 

ば
、交
換
價
银
の
意
に
解
せ

^

し
.て
主
觀
的
價
値
の
意
と
す
れ

»
、始

；
§.
 

y

ス
ミ
ス
，の
言

名
意
味 

あ
る
こ
と
、
爲
る
於
、併
し
主
觀
的
惯

’値
の
意
に
解
す
る
な
ら
ば
、交
換
價

.値
，の

.客
«
的
標
準
と

ダ
 

.
 

'
 

•

し
て
彼
が
云
ふ
於
如
き
尺
度

*

る
性

1

を
有
す
る
免
の

1C
非
次
る
こ

i

は
、前
旣
に
述
べ
し
如 

く 

.で
あ
る

o

•

第
五
、以
上
述
ぶ
る
所
に
侬
つ

.
て

考
ふ
れ
ば
、，

一

般
貨
物
の
交
換
價
値
に
し

て
，

變
動
す
る
限

6
、或

.

る

一

物
の
惯
値
の

•
み
於

I 

M

不
變
で
あ
る
と

s

ふ
；事
は
在

6
.得
べ
：
か
ら

^

る
こ
と
で
あ
る
。
 

例
へ
ば

一

般
物
惯

0

騰
貴
は
如
ち

.貨
幣
の
交
換
價
値

0

下
落
で
あ

6
、ー 

般
：物
價
の
下
落
は

® 

6

名
直
各
ず
賞
幣

.の
交
換
價

M
.
の
II
貴
.で
あ
る

.が

.如
く
で
あ
る
。

3

れ
議
換
價
値
の
种
暈

に
就

S

て
問
題
と
，爲
る
の
は
、只
だ
如
何
な
る
物
を
標
準
と
し
て

‘諸

種

の

物
@'
:交

換

惯

値

を

宵

*. 

n

ン
モ
ン

.、メ
ジ
？5KI..

ひ
表
は
す
べ
き
か
、言
ひ
換
ふ
れ
ば
何
を
以
て
交
換
惯
値
の
共
通
の
尺
度
と
爲
す
べ
き
か
と

！

K

ふ
乙

.
1
Cで

を
.る

か
、今

.

.ま
此
の

W

題
に
就

S

て
ス
ミ
.ス
の

E

は
如

'
^
な̂
：
る

値
.か
.
.■̂

る

か
と
■デ 

ふ
に
、彼
の

®

は
、個
入
孤
立
の

場
岔
又

は
人
數
全
體
を
一
金

の
$

の
と
見

^
る
場
#

に
、始
め
て 

裳
義
を
袍
し
て
來
る
譯
で
あ
る
。
盖
し
個
人
孤
立

の
場
合
.叉

：
ゆ

入

_

全
«

を

一

金.の

$

の

と

85

见
る
場
合
な
ら

ば
、凡
て
の
生
產
物
は
只
だ
勞
働
に
侬

6
 y

の
み
生
產
さ

4
、

言
ひ
換
ふ
れ
ば
勞

働
の
み
が
唯

1

の
.生
產
费
で
あ

6

窮
極
の
犠
牲
で
あ
る
理
ゆ
へ
'ス
ミ
ス
の
如
き
見
方
を
採
る 

の
外
»

無
い
の
で
あ
る
。

::

现
に
今

H
由
舍
で

»
、物

の
價
値

を
ば

何
人
分
の
ね

ぅ
ち
、が

あ
る
と 

云
ふ
風
に
、努

働
を

標
準

i

し
て

居
る
所
が

あ
；
る
。

之
は

一
は
自
足
經
濟
舣

i

だ
廢
れ
ず

に
^
 

て
、經
濟

S

立
的
性
質
を
有
し
て
届
る
の
と
、今

i

は
勞
働
が
單
純
で
人
々
の'間

u

品
質
の
差 

興
が
少

s

於

ら
で
あ

る
。

之
と
同
匕
く
、人
類
全
體
を

一
全
の
名
の
と
見

y

論
を
立

v

る
な
ら

ば
、ど
ぅ
し
て
ぢ
價
値
の
標
準
を
勞
働
に
求
め
な
け
れ
ば
爲
ら

•
な

s

の
で
、マ
ル
ク
ス
の
惯
値
論 

パ
の
如
き
は
卽
ち
其
の
：一
例
で

ぁ

，る
。

乍
#
、八
フ

ロ

の
實
際

U

於

S

て
は
'個
入
が
孤
立

し

■€

店
る 

譯
で

3

な
く
、乂
允
人
類
全
體
於
一
全
の
名
の

V」

爲
つ
て
届
る
譯
で
％

な

ぐ

.'個
人
個
人
の
で 

，に
は
财
產
の
私
有
及
び
：貨
物
の
交
換

i
 S

ふ
事
於
廣
く
行
は
れ
て
屈

k

Jl
っ
其
の
交
換
の
媒 

介
物
と
し
，

v

瓞
貨
幣
な
る
名
の
於
廣
く
授
受

さ
れ
て
居
る
の
で

S
る

か
ら
# 3

を
獲
得
す

る

® , 

，め
に
何
赌
で

S

其
の
，儀
独
と
し
て

【

提
供
せ

.ら

る

、
物
は
'實
際
に
於
い
て
は
勞
働
で
は
無
く
て

.貨
幣
と
爲
っ

v

屑
る

0
:
從
つ

y

物
の
交
換
價
値

.は
；努
働
で
种
景
さ
れ
ず
し
て
、*
ら
貨
幣
ぞ
秤

.

.

.• 

.

.

.
: 

.

.

. 

,

M

さ4
、&

 

く
て
货
幣
な
る
名
の
..於
所
謂
凡
て
の
物
の
惯
.値
の
.共
通
の
尺
度
と
爲
つ
て
居
る
の

T

r
'A
*
Kミ
ス
の
.似
德
亿
躭
.い
て 

-

八
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y

r

ム
•

ス
ミ
ス
の
炤
値
論

R

就
.
s

: t

.
 

八
-K

で
あ
る
。

W

し
て
此

ti
tt
現

U

ス
ミ
ス

Q
f
g

fe
て
熠
る
所

^

あ
る
、が

(
c
a
m

ダe
d

 

p. 

£

然

.
 

•.
 

:

,

...

ら
ば
此
の
货
幣
に

 

< 秤
量
し

't
e

る
物
の
交
換
價
値
は
、勞
働
に

y

秤
量
し

.た
/-
>
< 

0の
，
i
.果
し

V

 

.

IM
I

.

bき
や
否
や

1
C云
ふ
に
、ス
ミ
ス
は
同

b

塒
及
び

.同

b

場
處
に
於

S

て
は
、1

1

教
相
同
匕

i
 m

 

ふ
の
で
あ
る
。
.彼

日
く 

f

冏
b

塒
及

.び
處
に
於

S
て
は
、ル

て
の
货
物
の

real 

p
r
i
c
e

と

n
o
m
i
n
a
l

 

p
d
c
e

 

i

は
相

] ®

に
企 

く

IE
比
例
を
保
つ
名
の
で
あ
る
。
例
へ

ば

口
ン

ド
丨
ン
市
場
に
於
い

て
、
袭
る
货
物
を
极
供
し 

y

 

一
 

{/B
の
货
幣

.を
得
る
な
ら
ば
、

®

々
於
其

#

其
*

に
於
い

<

雕

賈

し

叉

は

.支

酣

し

得

る

勞
 

働
の
分
量
は
、丁
度
其
の
货
幣
の
分
量
に
比
例
す
る

S

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
同
'匕
婶
及
び
處 

に
於

S

-C
は
、貨
幣
は
凡
て
の
货
物
の
眞
實
の
交
換
價
値
の
精
確
な
る

.尺
度
で
あ
る
？
し
か 

し
其
の
然
る
こ
と
を
得
る
は
、只
だ
同

^

肪
と
同
匕
處
に
限

-

ら
；る
'

、
。』

0
3
1
1
3
1ニ 

c
d
.

 

P
OV
9
0

乍
併
、實
際
に

於

S

て

は
、
.®

幣
で

秤
量
さ
れ

杧
物

0

交
換
價
値

'な
る

4

0
時

決

し

，て

其

物

の

鴆

■ 

.

.

.

.

め
に
费
さ
れ
し
勞
働
の
分
量
に
比
例
し

y

屈
る
譯
で
は
無

S
。

现
に
土
地
そ
の
名
の
は
天
與 

の
赉
で
、
®

と
人
間

.の
勞
働
に
依
つ
て
作

A
V出

^

れ
杧
名
の
で
は
無
い
が
、し
か
名
其
物
ギ
少
か 

ら
f

交
換
惯
値
を
有
し
て
届
る
。
殊

に
市
街
地
の
交
換
價
値

.の
_如
：き

«

其
の

.
土
.地
の
上
に

87

加
へ
ら
る
、
勞
働
と
何
等
の
關
係
な
く
し
..て
次
第
に
騰
貴
す
る
の
傾
向
を
有
し
て
屈
る
の
で 

あ
る
か
ら
、ス
ミ
ス

I
の
說
は
到
底
是
等
現
實
の
现
象
を
說
明
す
る
に
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
尤

'
 

玆
に
揭
げ
杧
彼
の
一
文
を
見
る

*

は
、其
の
勞
働

2

云
ふ
岐
例
へ
ば
土
地
の
上
に
加
へ
ら
れ

*t
e
 

勞
働
の
こ
£
で

は
無
く

<
、其
の
土
地
と
交
換
せ
ら
れ

.得
る
勞
働
を
指
し

v

届
る

'が
如
く
に

$
 

見
ゆ
る
舣
、若
し
眾
に

^

‘れ
だ
け
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、同

b

槠
及
び
同

b

所
に
於
い 

て
は
、凡
て

0

物
の
交
換
比
例

&
1

忠
し
て
居
る
理
で
あ
る

6

ら
、種
々

#

物
：0

交
換
價
値
は
、之 

を
勞

»

で
种
量
し

V

炎
貨
幣
で
秤
量
し
て
ぢ
、乃
至
如
何
な
る

.物
で
砰
量
し

'て
1

皆
な
同

b

比 

例
に
爲
る
の

k

始
め
か
ら
自
明
の
理
で
、双
の

_

論
は
：殆
ど
意
味
な

.き
ぢ
の
と
爲
つ

.
て
仕
_
ふ 

の
で

あ
る
。

以
上
を
以
て
ス
ミ
ス

.の
勞
働
價
値
論
の
批
評
を
終
る
。
而
し

<

«
等
の

.批
評
は
、彼
の
議
輪
を 

以
■て
凡
て
现
實
の
现
象
の
說
明
を

H
U

的
と
せ
る

s
e
i
n

の
議
論
で
あ
る
と
看
做
し
て
の
批
評
で 

あ
る

^

若
し
之
.を
以
て
價
値
の
理
想
を
諭
匕
允

る

g

&

Bの
議
論
で
あ
る
と
看
做
す
な
ら
ば
、
 

，自

ら

文

杧

別

種

の

批»

を
必
要
と
す
る
理

>

 

あ
る
。
併
し
今
は
之
に

-f
t

b
及
ぶ
の
遑
な
き

P' 

故
に
、沐
づ
以
上
を
以

 

y

 

此

麵
.!
:
.
究

結

す

V
- 

.

ア，v
t

.
ス.
ミ.
ス
叨
傾
値
搜
：就

5

’
て
 

.

.

.:
A

先
.



r

ダ

ム

头

ミ

ス

の

傾

舰

蹄

亿

雜

か

て
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一
 
ニ
。ニ
五
。
^
將
に

_
れ
<な
ん
と
し

て

歸

省

の
途
に
就
か
ん

と
T

る
の

£
2、

之
を

猫
了
す
。
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i
 失 

業
保

險
と
ニ

種
の
保
險
に
對
す
る
規

®

を
包
容
す

る
こ
1
C、旣
に
世
人
の
知

i

所
の
如
し
。

社 

會
保
險
若
し
く
は
勞
働
保
險
の
祖
國
把
る
獨
逸
帝
國
の
制
度
に
於
て
は
、疾
病
、老
年
、癒
疾
、變
災 

.遺
族
扶
助
等
各
種
の
項
目
に
對
し
て
、保
險
の
規
定
を
設
く

 

i

*

?、獨

6

失
業
の

一

事
に

.對
し

' 

て
は
、其

#

働
者
の
生
活
に
於
<
、

ff
i

大
な
る
危
險
を
及
ぼ
す
に
掏
は
ら
梦
、未

/€
之

を

保

險

の

一
 

项

目
と
す
る
に

0
ら
^

。
i1

寧
の
全
體
よ

-

C
N

見
れ

«:
»

逸
と
»

气敢て決乘保臉の

を 

開
却
す
石
も
の
に
非
ず
。
吣
問
題
は
屢
々
帝
國
識
會
の
尉
議
に
上

6
、銜
饑
漭

Q

多
く

.は
*•ゲン 

トJ
p

度
を
帝
國
に
採
用
す
る
を
可
な

6

と
す
る
意
見

.

を
陳
述
し

*

6

。
藎
し

『

グ

y
ト」

制
度
メ
，
 

稱
す
る
は
、市
政
府
に
於
て
職
工
組
合
に
補
肋
金
を
交
付
し
組
合
員
間
に
保
取
の
利
益
を

^

^

 

る
こ
と
? :
.

主
眼
と
す
る

$

の
な
ろ
。
而
し

<

之
を
獨
逸
帝
國
に
採
用
す
可
し

i

1
H

ふ
は

、

*

®

焚

_

々

浪

保

險

法

亿

於

け

名

央

紫

保

險

制

度
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